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   This study was aimed to evaluate the usefulness and feasibility of extracorporeal shock wave 
lithotripsy (ESWL) performed in elderly patients. ESWL by Triptor X-1 was used to treat 530 
patients with upper urinary tract stones from 1991 to 1998. Sixty one (11.5%) of them were aged 70 
years and older. The results of ESWL treatment in this elderly group were compared retrospectively 
with those in 122 patients aged from 20 to 39 and 243 patients aged from 40 to 59. Although the 
elderly had a higher incidence of preoperative risk factors, the postoperative complication rates were 
similar among all groups. The stone-free rate and the success rate at one month in the elderly group 
were 67.2% and 92.5%, respectively, which were similar to those in the younger groups. These results 
suggested that ESWL offered a safe and effective means of treating upper urinary tract stones in elderly 
patients. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 45: 393-396, 1999) 









治療成績 合併症 について臨床的に検討 したので報告
する.
対 象 と方 法
対 象:1991年か ら1998年まで,当 科 で上部 尿路結石
に対 し,ESWLで 結 石治療 を行 った530症例596結石
を対象 とし,以 下 の3群 に分 けて治療結 果 を比較検討
した.1群:高 齢 者(70歳以 上)群,61症 例67結石
(全体 の11.5%),ll群:壮年者(CO-・59歳)群,243
症例277結石(全 体の46.5%),皿群:青 年者(20-・39
歳)群,122症 例139結石(全 体 の23.3%)であ る
(Tablel).1群の内訳 は,90歳以上2例,80～89歳
14例,70--79歳45例であ る.各 群の治療対象 と した結
石 の部位 と結 石径 をTable2を示す 各群 間で性別,
患側,結 石の部位 と結石径 に有意な差 は認め られ なか
っ た(各 々p>0.05).1群 で は61症 例 中46例
(75.4%)に基 礎 疾患 他 疾 患 の 既往 を認 め,H群
(64.6%)および 皿群(8.2%)に 比 べ,多 い 結果 で
あ った.1群 で は,基 礎疾患 既往歴 と して,心 電図
異常 ・循環器疾患(高 血圧,不 整脈,虚 血性心疾患),
呼吸機能検査異常 呼吸器疾患(呼 吸器手術 の既往,
肺線維症 など),脳 血管 障害や 内分泌代謝疾患(糖 尿
病 甲状腺機能低下症 など)を 認め る症例が 多 く,い
ずれ も,治 療の必要が ある症例で は内科 的に管理 され
てお り,ESWLに 際 し,重 篤 な影響 を及ぼす病 歴 は
なか った.ま た,腎 孟 腎 炎 を併 発 した 症 例 で は,
Double・Jカテーテル留置 や腎痩 造設 を行い,CRPの
陰性化 を待 って,ESWLを 施行 した.全 例,治 療終
了後1カ 月の評価が可能で あった.結 石 の状態規定,
治療 効果 な どはESWL検 討委員会 の 「Endourology,


















































































方 法:各 群 と も全例 入 院 と し,ESWLは 硬膜外 麻
酔 下 で施 行 した.腎 ～上 部尿 管結石 で は背臥位,中
部 ～下部尿管結石 では腹 臥位 と し,Cア ーム を用いて
結石破 砕装 置の第二 焦点 を対 象結石 に 合 わせ た,な
お,対 象結石 が確認 困難 な場 合,DIPま たはRPを
併用 した.腎 結 石で は16--20kV,尿管結石で は20--
22kVの電圧で透視下で破砕状況 を確認 しなが ら,例
外 を除いて最大3,000発まで衝撃 波 を投与 した.衝 撃
波の発生 は心拍同期で行 った.術 中疹痛が強い場合 に
はペ ンタゾシ ンの投与 を行 った.破 砕効果不十分 また
は必要があれ ば,術 前術 後 に追加療法,併 用療法 を施
行 した.






1,ll群お よびm群 のESWLonesessionあた り
の平 均 衝 撃 波 数 ±SDは 各々1,855±920発(84--
3,500),1,981±865発(116～3,500)および1,756±
887発(50・-4,000)であ り,ま た平均 所要 時 間±SD
も各 々38.3±18.1分(8・-80),37.6±16.4分(5・-
100)および34.5±17.2分(5～90)であ り,各 年 齢群
間で 有意 な差 はなか った(各 々p>0.05).術中合併
症 をTable3に示 す 硬 膜外麻 酔 後,1群 で は48例
(63.2%)に血圧低 下の ため,昇 圧剤 の投与 を必要 と
した.い ず れ も投与 後,改 善 したが,ff群(12例,
28.5%)および皿群(12例,8.2%)に 比べ,1群 で
多い結 果で あった(p<0.001).また,破 砕 中 田群 で
は50例(34.2%)に破砕中ペ ン タゾシ ンの投与 を必要
と したが,1群 で は12例(15.8%)と少 ない結 果 で
あ った(p<0.005),
2.術 後合併症
術 後合 併症 は各 年齢群 ともほぼ全例 に血 尿 を認 め
た.治 療が必 要 であ った合併 症 をTable4に示す.
重篤な合併症 と して は1群 の腎孟腎炎 を併発 し,敗 血
症性 シ ョックに陥 った1例 だけで,全 例 を通 して死亡
例 は認めなか った.1群 で は腎孟腎炎 と高齢者特 有の
術 後せ ん妄 を各々4例(5.3%)に 認 め た.腎 被膜下
血腫 は1群 お よびH群 で各 々2例(2.6%)お よび3
例(1.0%)で 認 め られ た。 全例保存 的治療 にて治癒









腎 被 膜 下 血 腫2(2.6)
腎 孟 外 溢 流1(1.3)
夜 間 せ ん 妄4(5.3)
腎 孟 腎 炎4(5.3)
敗 血 症 性 シ ョ ック1(1.3)
腸 閉 塞 韮(1.3)
血 便0(0.0)



























肥 R3 Ul U2 U3
































治 療終了1カ 月後 の治療 効果 を結石 部位別(Table
5)に見 る と,1群 にお ける完 全排石率 お よび治療効
果 の判定0な い し1(完 全排石 と4mm以 下の残石)
を合 わせ た有効 率 は全 体 で67.2%および92.5%であ
り,各 部位別 に見 て も,H,皿 群 と比較 し,有 効率が
若干低 い もののほぼ同等の成績であ った.無 効例 を見
る と,1群 で は67結石 中4例(6.0%)あ り,1例 で
尿管切石術 が,豆 例 でTULが 最終結石治療 として施
行 され た,ほ か2例 は他 疾患 の治療 が優 先 された た
め,結 石 治 療 を中 断 した.皿 群 で は139結石 中2例
(1.4%)あり,1例 でTULが 施行 され,ほ か1例 は
追加治療 を拒 否 した.ll群で は7例 が無効 で,4例 で
TULが,1例 でPNLが,2例 で尿 管切 石術 が 最終
結石治療 と して施行 された.
4結 石分析
施行可 能で あ った症例 で はCa-Ox結 石8例,Ca-
Ox+Ca-P結石8例,CaCO3+Ca-P結 石1例,尿








































ち,1例 はPSは4に 該当 し,複数回治療で,せ ん妄
を繰 り返 した.神経科に相談し,沈静化 したが,入 院











症 も少な く,若年者 と同程度の治療効果が期待で き
る.高齢者に対するESWLは 入院治療の適応とされ
ている8)ものの,可 能なかぎり外来無麻酔治療を心が
け,入院や点滴か ら解放 し,ス トレスのかか らないよ
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